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以下の設問のすべてに解答しなさい。どの問題から解答してもかまわない。なお、[ ]内に配点が記され

ている。（100点満点）

1. 生産関数が y = 2x1
1
2x2

1
2 で、生産要素価格はそれぞれ w1 = w2 = 4である。ここで、x1 は可変的で

あるが x2が固定されている場合を短期、x1と x2の双方が可変的な場合を長期とする。このとき、以

下の問いに答えよ。[計 16点]

(a) x2 = x2 として、短期の総費用関数 STC(y)を求めよ。[2点]

(b) 短期限界費用 SMC(y), 短期平均費用 SAC(y)を求めよ。[2点]

(c) 長期の総費用関数 LTC(y)を求めよ。[6点]

(d) 長期限界費用 LMC(y), 長期平均費用 LAC(y)を求めよ。[2点]

(e) x2 = 1および x2 = 2のときの 2本の短期総費用曲線と、長期総費用曲線とを、たがいの関係が

明確になるように図示せよ。[4点]

2. 2財 x1, x2と 2消費者A,Bからなる純粋交換経済で、効用関数は個人Aが uA(xA
1 , x
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1 )
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で個人 Bが uB(xB
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1−bであり、0 < a, b < 1は定数である。初期保有量は個人 Aが

(ωA
1 , ω

A
2 )で個人 Bは (ωB

1 , ωB
2 )である。各財の価格を p1, p2として、以下の問いに答えよ。[計 20点]

(a) mA = p1ω
A
1 + p2ω

A
2 およびmB = p1ω

B
1 + p2ω

B
2 とおいて各個人の予算制約式を示し、さらに各

個人の効用最大化のための条件を示せ。[6点]

(b) (a)の結果から、各個人の各財に対する需要 xA
1 (p1,m

A), xA
2 (p2,m

A), xB
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を求めよ。[8点]

(c) (b)の結果とmA,mB の表現を用いて第 1財の総超過需要関数 z1(p1, p2)を求め、競争均衡価格

(p1/p2)
∗ を求めよ。[6点]

3. 逆需要関数が p = a− qで独占企業の費用関数が C(q) = q2 のとき、以下の問いに答えよ。[計 16点]

(a) 独占企業の利潤を最大にする生産量 qm と独占価格 pm を求めよ。[4点]

(b) 均衡での限界費用MC(qm)とラーナー指数 Lを求めよ。[4点]

(c) 均衡での消費者余剰 CSm, 生産者余剰 PSm, 総余剰 TSm を求めよ。[4点]

(d) 完全競争企業として行動したときの生産量 qcと総余剰 TSc, および独占による死荷重DWLを求

めよ。[4点]



4. 公企業 (企業 0)と私企業 (企業 1)からなる同質財の複占市場を考える。逆需要関数は p = a − Qで、

各企業の費用関数は C(qi) = cqi である。限界費用 c > 0は定数で、Q = q0 + q1 は総生産量である。

私企業の企業 1は利潤 π1 = [p(Q) − c]q1 を最大にする q1 を選択するが、公企業の企業 0は総余剰と

利潤の加重平均 V0 = θW + (1− θ)π0 とを最大にする q0 を選択する。ここで、W =
∫ Q

0
p(x)dx− cQ

である。a > cとして、以下の問いに答えよ。[計 20点]

(a) 各企業の反応関数を求めよ。また、θが [0, 1]区間で変化するとき、(q0, q1)平面で反応曲線がど

うシフトするか示せ。[10点]

(b) 均衡での生産量 (q∗0(θ), q
∗
1(θ))を求め、さらに総生産量 Q∗(θ)を求めよ。[6点]

(c) 総余剰W が最大になる効率的な総生産量 Q̃を求め、Q∗ と比較せよ。[2点]

(d) θが増加したときQ∗はどのように変化するか。また θ = 1のときに効率的な状態がもたらされる

ことを示せ。[2点]

5. 私的財を xi, 公共財を Gとして消費者 iの効用関数が ui(xi, G) = loge xi + loge Gである。各消費者

の当初の所得は 1で、そこから公共財のために giだけ私的財を供給する状況を考える。消費者の総数

を I とし、公共財の量は G =
∑I

i=1 gi となる。このとき、以下の問いに答えよ。[計 16点]

(a) 個人 iの効用 ui を (g1, · · · , gI)の関数として表現せよ。[2点]

(b) 効用最大化の条件を示し、対称性 (g1 = · · · = gI ≡ g)を用いてナッシュ均衡での g∗ および公共

財の供給量 G∗ =
∑I

i=1 g
∗
i を求めよ。[6点]

(c) 公共財は均等に負担する (gi = G/I)としたとき、功利主義型の社会的厚生関数W =
∑I

i=1 uiを

Gの関数として表現せよ。[2点]

(d) W を最大にするG0を求めよ。さらにG0/G∗は I が大きくなったときどのようになるか。[6点]

6. 2人の個人A,Bが存在し、状態 1では個人Aの所得は 1, 個人Bの所得は 4, 状態 2では個人Aの所得

は 4, 個人Bの所得は 1とする。確率 1
3 で状態 1が生じ、2

3 で状態 2が生じるとする。確実に得られる

所得をそれぞれ qA, qB とするとき、個人 Aの効用関数は uA = qAで個人Bの効用関数は uB =
√
qB

である。このとき、以下の問いに答えよ。[計 12点]

(a) 各個人の期待所得E qA, E qB ,期待効用EuA, EuB ,確実同値額 q∗A, q
∗
B ,リスクプレミアムRA, RB

を求めよ。[4点]

(b) 状態 1が生じれば個人 Bが個人 Aに対して所得 xを譲渡し、状態 2が生じれば個人 Aが個人 B

に対して所得 yを譲渡するという契約 (x, y)を考える。このときの両者の期待効用 EuA, EuB を

求め、パレート効率性のために (x, y)がみたすべき条件を求めよ。[8点]


